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シ
ョ
ウ
リ
ヨ
ウ
イ
ン

照
了
院

加

質
問
山
中
山
第
十

=
代
前

m
m撲
の
子
方
併
の
法
刷
出
。
詳
し
〈
は
照
了

院
諸
点
智
方
詣
女
。

シ
ョ
ウ
リ
ン

紹

麟

』

ズ
イ
ガ

y
y
ヨ
ウ
リ
ン

mm掘削
叩
録。

シ
ョ
ウ
リ
ン
ジ

少
林
寺

金
保
三
削
道
に
在
っ

て
、
何
倍
山
と
川
町
し
、
臨
岨
何
宗
に
臨
す
る。

口
平
二

年
間
球
部
に
、
昨
山
寺
の
附
基
は
千
吊
で
、
寛
永
J
1
一泊

年
偲
山
畑
町
に
小
庵
を
結
び
、
そ
れ
青
少
林
寺
と
缶
づ

け
て
ゐ
た
が
、
正
保
三
年
限
腐
屋
政
を
今
の
閉
山
に
紡

ひ
得
て
修
旬
、
承
路
二
年
一
蹴
ね
て
前
附
利
品
川
か
ら
寺

院
を
匙
寸
-せ
ら
れ
、
三
年
千
吊
は
河
北
部
附
間
続
寺
に

鞘
住
し
た
と
あ
る
。

シ
ョ
ウ
リ
ン
ジ
少
林
寺

金
抑
辺
併
忠
則
一に
在

っ
て
、
締
菰
山
と
説
し
、
百
洞
宗
に
邸
す
る
。
寺
促

に
正
保
三
餌
久
昌
寺
三
代
存
前
の
建
ホ
と
す
る
。

別

項
少
林
寺
千
南
限
民
の
後
を
受
け
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ョ
ウ
リ
ン
ジ

勝
林
寺

江
泊
絹
布
に
在
っ
て
、

民
宗
旅
源
に
回
す
る
。

シ
ョ
ウ
リ
ン
ジ
正
林
寺

能
築
制
宮
竹
に
在
っ

て
、
園
出
宗
一
胤
一
仮
に
回
す
る
。
初
め
法
事
坊
と
い
ろ
た

が
、
明
治
拡
年
正
林
寺
の
寺
刷
出
を
得
た
。

シ
ョ
ウ
リ
ン
ジ
正
林
寺

石
川
部
金
石
に
在
っ

て
、
由
民
宗
東
涯
に
邸
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
リ
ン
ジ
定
林
寺

石
川
郡
下
林
に
在
っ

て
、民
宗
東
仮
に
図
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、

明
治
十
二
年
六
且
寺
蹴
の
公
総
を
許
さ
れ
た
。

ジ
ヨ
ウ
リ
ン
ジ
定
林
寺

鹿
島
郡
山
お
に
在
っ

て
、
臨
桝
宗
法
燃
涯
に
邸
す
る
。

初
め
川
市
村
殿
山
被

引
熊
木
左
近
が
京
師
東
町
刷
寺
の
月
浦
宗
滋
キ
品
川
じ
て

挫
す
-し
た
に
起
旬
、
将
殿
の
窓
亦
来
光
院
を
寺
側
に

よ
泊
っ
た
。
後
一
た
び
中
絶
し
た
が
、
元
利
中
珠
洲
初

吉
，
他
古
田
静
寺
の
住
倫
明
叔
玄
山
市
川
之
を
一
叫
興
し
て
、

ジ
ヨ
ウ
リ
ン
ジ

海
林
寺

河
北
刑
判
七
虫
に
在
っ

て
、
認
宗
取
一
猷
に
回
す
る
。
も
と
京
都
に
mh
て
探
林

切
と
い
う
た
が
、
明
治
引
一台
年
今
の
地
に
移
し
、
認

証
寺
鋭
に
改
め
た
。

シ
ョ
ウ
ル
イ
ア
ハ
レ
芝
生
類
憐

(一〉
加
賀
滞

l
徳
川
都
府
が
位
制
憐
の
A
V
や
波
し
た
の
は
点
写
四

年
正
月
に
在
る
が
、
加
賀
抑
は
二
月
之
を
領
内
に
州
問

挫
し
、
認
に
四
月
の
法
令
巾
に
は
、『一

、
品
開
州
高
額

人
の
統
付
総
採
成
阪
は
、只
今
迄
之
泊
可
制
関
候
。
以

外
友
ぐ
ひ
又
は
己
と
術
創
候
討
に
て
は
、
不
及
罰
随

分
義
背
い
た
し
、中ぃ有
之
絞
は
ど
返
可
巾
部。
』
『

一
、

宅
な
き
犬
、
位
は
食
物
た
べ
さ
せ
不
巾
祇
に
相
聞

候。

川明党
食
物
た
べ
さ
せ
候
得
ば
、
北
(人
々
之
犬
之

採
に
相
成
、
以
後
迄
J

つ
政

mと
存
、
い
た
は
り
不

申
と
相
聞
候
。
不
屑
に
候
。
向
後
左
校
之
儀
蹴
.
之
訟

に
可
相
心
得

m。
』
『
一

、
犬
訓
に
不
限
、凡
て
生
類
、

人
々
慈
悲
之
心
怒
そ
元
と
し
て
、
あ
は
れ
み
の
心
肝

裂
之
群
。
』
等
の
候
到
そ
含
ん
で
ゐ
た
。
後
八
年
十
且
、

十
三
年
七
月
に
も
亦
之
に
闘
す
る
令
が
あ
っ
た
。

ハ
ご
)
大
山
町
寺
務
!大
問
寺
山
附
で
は
元
総
八
年
=
一H
略

目
前
回
利
直
が
、
札
制
府
か
ら
江
戸
の
凶
谷
で
犬
小
屋

中
~
築
議
す
る
舘
の
助
役
t
f
p

命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
枝
問
六

千
九
百
六
十
六
雨
そ
製
し
た
こ
と
が
あ
る
。

シ
ョ
ウ
レ
イ
イ
ン

松
山
副
院
加
白
部
引
沼
沢
代

越
中
氷
見
の
凶
携
寺
末
と
し
た
。
能
稜
名
跡
芯
に
、

『定
林
寺
と
云
郡
守
あ
り
。
邸
内
腿
〈
、大
木
の
松
あ

ま
た
あ
り
。
昔
は
七
堂
伽
肢
に
し
て
、
本
館
籾
抱
如

来
天
附
一
一四
日
来
の
磁
像
に
て
、
色
々
奇
瑞
あ
り

L
mあ

b
o
I(比
は
京
都
町
制
寺
米
院
に
て
円
前
例
元
年
の
迎

ホ
也
。
』
と
あ
ろ
。

ジ
ヨ
ウ
リ
ン
ジ

務
林
寺

石
川
巾
間
蚊
ヶ
爪
に

在
っ
て
、
府
民
宗
京
一
献
に
回
附
す
る
。

明
治
十

一
年
八
月

寺
読
の
公
総
脅
詐
さ
れ
た
。

ジ
ヨ
ウ
レ
ン
ジ
成
蓮
寺

山
山
崎
市
小
ト
品
に
在
っ

て
、
日
活
宗
に
闘
す
る
。
永
和
二位。
日
似
の
草
創
と

し
品
。

ジ
ヨ
ウ
レ
ン
ジ

海
蓮
寺

石
川
巾
松
任
に
在
っ

て
、
興
宗
京
振
に
邸
す
る
。
初
め
同
制
{
品
川
刊
に
創
宜

前
川
綱
紀
の
箆
保
科
氏
の
法
脱
。
詳
し
く
は
訟
磁
院

併
協
宗
正
大
制
定
尼
。

シ
ョ
ウ
レ
ン
ジ
正
謹
寺

町
内
ヮ

能
法
制
附
料
俗

郷
に
回
す
る
押印
税
。
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の
村
の
簡

に
正
W
一
寺
が
あ
っ
た
か
ら
街
中
旬
得
た
と
い
ひ
‘
文
越

殺
到
三
州
芯
に
は
、
巾
包
入
院
巾
の
町田
陥
寺
削
は
今

不
明
で
あ
ろ
が
、
或
は
今
の
正
叩
山
寺
村
が
そ
れ
で
、

正
利
一寺
は
門
口
険
寺
の
烈
で
な
い
か
と
い
う
て
ゐ
る
。

シ
ョ
ウ
レ
ン
ジ

膏
護
寺
石
川
制
下
拍
野
に
あ

っ
て
、
天
台
宗
に
回
し
、
自
林
山
と
蹴
し
、
柄
本
制

枇
の
別
抗
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
の
際
版
'し
た
。

シ
ョ
ウ
レ
ン
ジ

膏
謹
寺

臥
草
郡
東
村
八
腕
寺

所
波
大
般
若
終
答
五
百
七
十
八
出
世作
に、
『剛山
」氷
J

ハ
車
十

政
次
己
卯
姑
枕
上
旬
以
気
一
荒
川
相
上
町
野
柳
凶
村
背
部
一

寺
出
抑
制
巾
執
銃
行
宗
』
と
あ
る
。
今
柳
川
に
こ
の
背

法
寺
は
咋
せ
ぬ
。

シ
ョ
ウ
レ
ン
ジ
松
連
寺
石
川
叩
凹
十
一肌
の
器

削
寺
桜
弘
治
三
年
十
月
叶
三
日
刊
川
織
加
到
介
附
務
の

判
件
に
、『
凶
十
前
村
松
山
寺
分
之
別
、
木
等
松
林
院

難
路
知
行
、
何
年
之
砲
俄
数
十
年
蛇
是
供
問
、
所
設

似
勝
へ
巾
付
航
。
』
と
把
す
の
は
.
四
十
羽
に
松
辿
寺

分
の
地
が
あ
っ
た
の
や
、
議
判
寺
の
敬
勝
に
知
行
せ

し
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
松
波
寺
は
、
前田記
消
息

に
本
寺
松
林
院
と
あ
る
か
ら
、
或
は
松
林
寺
の
謬
で

あ
る
か
も
知
れ
ぬ。

シ
ョ
ウ
レ
ン
ジ

稿
蓮
寺

山
鳥
掛
川
均
出
に
在

っ
て
.
国
叫
宗
東
一
仮
に
卸
す
ろ
。
も
と
赤
一
山
に
研
た
こ

と
4
あ
る
。

シ
ヨ
カ
シ
ラ
ケ
イ
フ

諸
顕
系
譜

+

七

程
。
人

持
以
上
の
般
十
七
品
、
問問分
以
上
=
一イ
六
品、

和
則

以
上
粂
役
十
五
品
、
御
輿
風
以
上
七
イ
抗
品
、

御
大

工
間
以
上
十
品
、
合
計
百
五
+
=一白
川
の
諸
恥
に
任
ぜ

ら
れ
た
る
加
賀
滞
士
の
姓
各
・任
元
年
月
・身
分
間
守を

犯
し
た
も
の
で
、
文
化
六
年
五
月
木
村
信
手
の日明。

間
七
缶
六
月
諸
国
鳳
卿
の
序
文
が
あ
る
。

侃
し
内
容

は
安
政
頃
ま
で
部
織
が
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
お
は
前
記

ジ
ヨ
ウ
ン
徐
芸

山
徐
芸
。

シ
ヨ
ガ
ナ
ザ
ン
ジ
ツ
キ
ヨ
ウ

詩
鍛
山
十
境

問

軍
一市
門
前
な
る
総
持
寺
附
近
の
風
光
を
政

へ
た
も

の
。
高
雄
撚
飽
・慈
雲
夜
間
・続
他
秋
月
・陥
峠
夜
勺
・

首
山
羽山胤
・山品探
m
州
統
・南
部
俊
間
川
・地
円
相
法
帆
・=
-MK

郎
m
M
・定
磁
調
甘
苔
こ
れ
で
あ
る
。

シ
ヨ
カ
ザ
ツ
ワ
シ
ユ
ウ

諸
家
雑
誌
集

一
附
。

大
坂
陣
、
江
戸
の
老
中
、
前
出
家
容
の
読
祈
を
旬
録

し
た
も
の
。
後
人
都
お
の
際
の
小
序
に
天
保
十
二
年

平
問
郎
と
記
し
て
あ
る
。

シ
ヨ
カ
シ
プ
ン

諸
家
詩
文
一
冊
。
加
能
M

砲
の

忍
者
の
詩
文
、
前
び
に
務
に
闘
す
る
こ
と
に
付
い

て

の
文
そ
集
め
た
・
も
の
で
あ
る
。

L
、
殴
安
四
年
松
任
に
移
っ
た
と
い
ふ
。

ジ
ヨ
ウ
レ
ン
ジ

海
蓮
寺

湖
咋
山
首
問

〈今
貼

苦
悶
〉
に
在
っ
て
、
園出宗一
一
以
一
極
に
印
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
レ
ン
ジ

湾
窪
寺
刑
制
的
怖
阪
に
在
っ

て
、

民
宗
東
一
献
に
邸
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
レ
ン
ジ

浮

蓮

寺

臥
南
郡
浦
上
に
花
っ

て
、
提
唱
間
取
振
に
邸
す
る
。

シ
ョ
ウ
レ
ン
ジ
イ
シ
正
蓮
寺
右

九
符
偵
の
以

料
に
供
す
る
も
の
。
能
祭
市
在
犯
苛
よ
り
出
で
.
分

僻
作
用
荷
受
け
た
石
英
利
回
岩
の
削
岩
豚
を
介
一
す
も

の
で
あ
ろ
。 四

O
八

」
ゾ
ウ
ザ
Y

ジ
ヨ
ウ

y

日日


